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(57)【要約】
【課題】二次電池が満充電になるまでの時間を予測し、
充電に時間がかかりそうな場合はユーザに通知すること
ができる携帯情報端末及び携帯情報端末の制御方法を提
供する。
【解決手段】二次電池１５と、充電時に二次電池１５を
充電する電池充電電流Ｉｂを測定する充電制御部１３と
、充電制御部１３の測定結果をユーザに通知する表示部
１７とを有する。表示部１７は、電池充電電流Ｉｂが第
１の充電電流閾値ｔｈ１以下である場合、ユーザに対し
、二次電池１５の充電完了が所定の時間より長時間かか
る旨を通知する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次電池と、
　充電時に前記二次電池を充電する電池充電電流及び／又は携帯情報端末が消費する消費
電流を測定する充電制御部と、
　前記充電制御部の測定結果をユーザに通知する通知部とを有し、
　前記通知部は、前記電池充電電流が第１の充電電流閾値以下である場合及び／又は前記
消費電流が第１の消費電流閾値以上である場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電完了
が所定の時間より長時間かかる旨を通知する、携帯情報端末。
【請求項２】
　前記通知部は、前記電池充電電流が第２の充電電流閾値乃至前記第１の充電電流閾値で
ある場合及び／又は前記消費電流が前記第１の消費電流閾値乃至第２の消費電流閾値であ
る場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電完了が所定の時間より長時間かかる旨を通知
する、請求項１記載の携帯情報端末。
【請求項３】
　前記通知部は、前記電池充電電流が第２の充電電流閾値以下である場合及び／又は前記
消費電流が第２の消費電流閾値以上である場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電がで
きない旨を通知する、請求項１又は２記載の携帯情報端末。
【請求項４】
　前記通知部は、前記電池充電電流が第３の充電電流閾値乃至前記第２の充電電流閾値で
ある場合及び／又は前記消費電流が前記第２の消費電流閾値乃至第３の消費電流閾値であ
る場合ユーザに対し、前記二次電池の充電ができない旨を通知する、請求項２又は３記載
の携帯情報端末。
【請求項５】
　前記通知部は、前記電池充電電流が第３の充電電流閾値以下である場合及び／又は前記
消費電流が第３の消費電流閾値以上である場合、ユーザに対し、現在の状態を維持すると
充電が切れる恐れがある旨を通知する、請求項４記載の携帯情報端末。
【請求項６】
　前記通知部は、表示部又はスピーカである、請求項１乃至５のいずれか１項記載の携帯
情報端末。
【請求項７】
　二次電池を有する携帯情報端末の制御方法であって、
　充電時に前記二次電池を充電する電池充電電流及び／又は携帯情報端末が消費する消費
電流を測定し、
　前記電池充電電流が第１の充電電流閾値以下である場合及び／又は前記消費電流が第１
の消費電流閾値以上である場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電完了が所定の時間よ
り長時間かかる旨を通知する、携帯情報端末の制御方法。
【請求項８】
　前記通知工程では、前記電池充電電流が第２の充電電流閾値乃至前記第１の充電電流閾
値である場合及び／又は前記消費電流が前記第１の消費電流閾値乃至第２の消費電流閾値
である場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電完了が所定の時間より長時間かかる旨を
通知する、請求項７記載の携帯情報端末の制御方法。
【請求項９】
　前記通知工程では、前記電池充電電流が第２の充電電流閾値以下である場合及び／又は
前記消費電流が第２の消費電流閾値以上である場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電
ができない旨を通知する、請求項７又は８記載の携帯情報端末の制御方法。
【請求項１０】
　前記通知工程では、前記電池充電電流が第３の充電電流閾値乃至前記第２の充電電流閾
値である場合及び／又は前記消費電流が前記第２の消費電流閾値乃至第３の消費電流閾値
である場合ユーザに対し、前記二次電池の充電ができない旨を通知する、請求項８又は９



(3) JP 2011-83154 A 2011.4.21

10

20

30

40

50

記載の携帯情報端末の制御方法。
【請求項１１】
　前記通知工程では、前記電池充電電流が第３の充電電流閾値以下である場合及び／又は
前記消費電流が第３の消費電流閾値以上である場合、ユーザに対し、現在の状態を維持す
ると充電が切れる恐れがある旨を通知する、請求項１０記載の携帯情報端末の制御方法。
【請求項１２】
　前記通知工程では、前記通知を表示部に表示する又はスピーカから出力する、請求項７
乃至１１のいずれか１項記載の携帯情報端末の制御方法。
【請求項１３】
　二次電池を有する携帯情報端末のコンピュータに所定の動作を実行させるためのプログ
ラムであって、
　充電時に前記二次電池を充電する電池充電電流及び／又は携帯情報端末が消費する消費
電流を測定し、
　前記電池充電電流が第１の充電電流閾値以下である場合及び／又は前記消費電流が第１
の消費電流閾値以上である場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電完了が所定の時間よ
り長時間かかる旨を通知する、プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二次電池を有する携帯電話等の携帯情報端末及びその制御方法に関し、特に
、携帯情報端末における二次電池の充電制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、多様な充電性能が異なる携帯電話用のＡＣアダプタが登場し、利用されている。
また、携帯電話に搭載される機能が多様化し、中には電流消費が大きい機能もある。ＡＣ
アダプタの性能や携帯電話の使用状況よっては電池に十分な電流が供給されず、ＡＣアダ
プタが携帯電話に接続されているにも関わらず実際には電池に充電できていなかったり、
充電完了に時間がかかるなどの問題が発生することがある。
【０００３】
　例えば、携帯電話にＡＣアダプタが接続されていても、実際に電池に充電電流がどの程
度流れているかはユーザに通知されない。このため、携帯電話の使用状態によって充電電
流が小さくなり、充電完了まで時間がかかったり電源断などの問題が発生していた。
【０００４】
　図６は、携帯電話の充電電流と、電池充電電流及び消費電流の関係を示す図である。携
帯電話の充電時の電源制御においては、ＡＣアダプタから携帯電話に供給される充電電流
Ｉａは、携帯電話内部で、携帯電話の動作による消費電流Ｉｃと電池へ供給される電池充
電電流Ｉｂの両方に使用される。ここで、充電電流Ｉａが消費電流Ｉｃより十分に大きく
ないと、電池充電電流Ｉｂが少なくなるため、充電完了まで時間がかかる。また、充電電
流Ｉａが消費電流Ｉｃより小さいと、電池が充電されない。
【０００５】
　ところで、特許文献１に、充電状態表示機能付き携帯電話機の技術が開示されている。
この特許文献１に記載の技術においては、充電する電池の充電特性の充電率に対応した充
電電圧と充電電流の値をメモリに記憶しておき、充電回路と携帯電話機の電池の間に低抵
抗を設け、充電中にその低抵抗の両端の電圧を検出することで充電電流を算出する。そし
て、算出した充電電流と充電電圧の値を、メモリの値と比較し、充電状態を判定して携帯
電話機の液晶表示画面に表示することで、電池が１００％充電されたか否かをユーザに通
知する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特開２００１－１０２０９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術においては、携帯電話の充電中に、ユーザの使
用条件によって電池の充電性能が低下する場合に、ユーザが電池への充電が十分に行われ
ていないことを認識することができないという問題点がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る携帯情報端末は、二次電池と、充電時に前記二次電池を充電する電池充電
電流及び／又は携帯情報端末が消費する消費電流を測定する充電制御部と、前記充電制御
部の測定結果をユーザに通知する通知部とを有し、前記通知部は、前記電池充電電流が第
１の充電電流閾値以下である場合及び／又は前記消費電流が第１の消費電流閾値以上であ
る場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電完了が所定の時間より長時間かかる旨を通知
するものである。
【０００９】
　本発明に係る携帯情報端末の制御方法は、二次電池を有する携帯情報端末の制御方法で
あって、充電時に前記二次電池を充電する電池充電電流及び／又は携帯情報端末が消費す
る消費電流を測定し、前記電池充電電流が第１の充電電流閾値以下である場合及び／又は
前記消費電流が第１の消費電流閾値以上である場合、ユーザに対し、前記二次電池の充電
完了が所定の時間より長時間かかる旨を通知するものである。
【００１０】
　また、本発明に係るプログラムは、上述した充電状態の通知をコンピュータに実行させ
るものである。
【００１１】
　本発明においては、電池充電電流が第１の充電電流閾値以下である場合及び／又は消費
電流が第１の消費電流閾値以上である場合、電池充電電流が小さいため、通常の充電時間
より長い時間が必要なことをユーザに通知する。したがって、ユーザが充電を急ぐ場合な
どは、携帯情報端末において使用中のプログラム等を中止するなどの対策を講じることが
できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、二次電池が満充電になるまでの時間を予測し、充電に時間がかかりそ
うな場合はユーザに通知することができる携帯情報端末及び携帯情報端末の制御方法を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施の形態の携帯電話を示すブロック図である。
【図２】閾値ｔｈ１～ｔｈ３と電池充電電流Ｉｂの関係を示す図である。
【図３】消費電流閾値ＴＨ１～３と消費電流Ｉｃの関係を示す図である。
【図４】状態Ａ～Ｄにおける表示部の表示例を示す図である。
【図５】本実施の形態の携帯電話の充電状態通知方法を示すフローチャートである。
【図６】携帯電話の充電電流と、電池充電電流及び消費電流の関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を適用した具体的な実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明
する。この実施の形態は、本発明を、二次電池の充電状態ユーザに通知する携帯電話に適
用したものである。
【００１５】
　本実施の形態においては、携帯電話の電池充電時に、電池に供給されている電池充電電
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流を監視する。この監視結果を基に携帯電話の充電状態をユーザに通知する。図１は、本
実施の形態の携帯電話を示すブロック図である。図１に示すように、携帯電話１は、二次
電池１５と、充電時に二次電池１５を充電する電池充電電流Ｉｂを測定する充電制御部１
３と、充電制御部１３の測定結果をユーザに通知する通知部としての表示部２１とを有す
る。表示部２１は、電池充電電流Ｉｂが充電電流閾値ｔｈ１以下である場合、ユーザに対
し、二次電池１５の充電完了が所定の時間より長時間かかる旨を通知する。
【００１６】
　携帯電話１は、その他、ＡＣアダプタに接続されるＡＣコネクタ１１、ＡＣアダプタか
らＡＣコネクタ１１を介して充電電流Ｉａが供給される充電制御部１３、及び表示部２１
等を制御するＣＰＵ１９、後述する閾値や閾値に応じて表示部２１に表示するデータ（ユ
ーザ通知データ）等を格納した記憶部１７などを有する。充電電流Ｉａの一部は携帯電話
の動力として使用される。ここで、充電電流Ｉａのうち、携帯電話１にて消費される電流
を消費電流Ｉｃ、電池１５を充電するために使用される電流を電池充電電流Ｉｂとする。
充電制御部１３は携帯電話１の諸条件を測定して電池１５に供給する電池充電電流Ｉｂの
電流量を決定し、電池１５に電池充電電流Ｉｂを供給する。
【００１７】
　ＣＰＵ１９は、充電制御部１３が測定した、電池１５への電池充電電流Ｉｂを取得する
。これらと記憶部１７に記憶された閾値（充電電流閾値）ｔｈ１～ｔｈ３を比較する。図
２は、閾値ｔｈ１～ｔｈ３と電池充電電流Ｉｂの関係を示す図である。図２に示すように
、電池充電電流Ｉｂの大きさに応じて、状態Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに分類することができる。状
態Ａ～Ｄは、ＡＣアダプタや機能動作の状況が異なる携帯電話の状態を示している。ここ
で、閾値ｔｈ１＞閾値ｔｈ２＞閾値ｔｈ３である。
【００１８】
　状態Ａは、携帯電話メーカが充電時間の標準とする充電時間で充電を完了できるだけの
電池充電電流Ｉｂが電池１５に供給されている状態を示す。この状態Ａの例としては、待
ち受け画面を表示中などの特に機能を起動しない場合がある。この状態における最低電流
値が閾値ｔｈ１である。
【００１９】
　状態Ｂは、充電を完了するまでに、標準的な充電時間より長い時間が必要となる状態を
示す。この状態では、ある程度の電池充電電流が流れているため、時間はかかるが充電が
可能である。この状態Ｂの例としては、音声通話中であって、音声通話機能を起動してい
る場合がある。電池充電電流Ｉｂが閾値ｔｈ２以上、閾値ｔｈ１未満がこの状態となる。
【００２０】
　状態Ｃは、継続して携帯電話を使用することはできるが、電池充電電流Ｉｂは０に近く
、ユーザからは充電がほぼ停止しているように見える状態を示す。この状態Ｃの例として
は、例えばテレビ電話中であって、テレビ電話機能を起動している場合がある。電池充電
電流Ｉｂが閾値ｔｈ３以上、閾値ｔｈ２未満がこの状態となる。
【００２１】
　状態Ｄは、同じく充電はできない状態であって、かつこのまま使用すれば携帯電話が使
用できなくなる状態を示す。この状態Ｄの例としては、ワンセグ放送を録画しながらテレ
ビ電話中、すなわち、ワンセグ放送を受信する機能と、受信したワンセグ方法を録画する
機能を起動しながらテレビ電話機能を起動している場合がある。この状態Ｄでは、携帯電
話の消費電流が大きいために、逆に電池１５を消費している状態であり、電池充電電流Ｉ
ｂはマイナスである。電池充電電流Ｉｂが、閾値ｔｈ３未満がこの状態となる。
【００２２】
　ＣＰＵ１９は、充電制御部１３が測定した電池１５の電池充電電流Ｉｂの大きさと、記
憶部１７に格納されている閾値ｔｈ１～ｔｈ３を比較し、その比較結果をユーザに通知す
る。
【００２３】
　ここで、本実施の形態においては、電池充電電流Ｉｂを測定して、充電状態の通知をユ
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ーザに行うが、携帯電話１が消費する消費電流Ｉｃを測定し、充電状態を通知することも
可能である。
【００２４】
　図３は、消費電流閾値ＴＨ１～３と消費電流Ｉｃの関係を示す図である。電池充電電流
Ｉｂと同様、消費電流Ｉｃの大きさに応じて状態Ａ～Ｄに分類することができる。状態Ａ
は、充電が正常に行われる状態で、この時の消費電流Ｉｃは消費電流閾値ＴＨ１未満とな
っている。状態Ｂは、通常より充電に時間がかかる状態で、この時の消費電流Ｉｃは消費
電流閾値ＴＨ１以上消費電流閾値ＴＨ２未満となっている。状態Ｃは、携帯電話の使用は
可能だが充電は不可能である状態であり、この時の消費電流Ｉｃは消費電流閾値ＴＨ２以
上消費電流閾値ＴＨ３未満となっている。そして、状態Ｄは、充電が不可能であり、かつ
携帯電話の継続使用も不可となる状態であり、この時の消費電流Ｉｃは消費電流閾値ＴＨ
３以上となっている。
【００２５】
　図４は、状態Ａ～Ｄにおける表示部２１の表示例を示す図である。図４（ａ）は、充電
していないときの、従来と同様の携帯電話の表示部の例であり、電池容量の残量を示すア
イコン、電波の状態、日付、及び時間等が表示されている。図４（ｂ）は、状態Ａの場合
、正常に充電中の、従来と同様の携帯電話の表示部の例、すなわち電池を充電中であるこ
とを示すアイコンが表示されている。図４（ｃ）は、状態Ｂを示すもので、電池充電電流
Ｉｃが小さく充電に時間がかかることを警告する例（警告１）が表示されている。図４（
ｄ）は、状態Ｃを示すもので、継続使用はできるが電池充電電流が小さいく充電不可であ
ることを警告する例（警告２）が表示されている。また、図４（ｅ）は、状態Ｄを示すも
ので、電池を充電するための電池充電電流Ｉｂが流れておらず、充電が不可でかつ、継続
使用も不可であること警告する例（警告３）が表示されている。
【００２６】
　次に、本実施の形態にかかる携帯電話の充電状態通知方法について説明する。図５は、
充電状態通知方法を示すフローチャートである。図５に示すように、充電制御部１３は、
常にＡＣアダプタがＡＣコネクタ１１に接続されたか否かを監視する（ステップＳ１）。
そして、ＡＣコネクタ１１へＡＣアダプタが接続されたことを検知した場合、以降のステ
ップＳからの処理を実施する。
【００２７】
　ステップＳ３では、ＣＰＵ１９は、充電制御部１３が測定した電池充電電流Ｉｂを取得
する。次に、ＣＰＵ１９は記憶部１７から閾値ｔｈ１、閾値ｔｈ２及び閾値ｔｈ３を取得
し、電池充電電流Ｉｂとこれらの閾値ｔｈ１～ｔｈ３を比較する（ステップＳ４）。
【００２８】
　先ず、電池充電電流Ｉｂが閾値ｔｈ１以上である場合（ステップＳ５：Ｙｅｓ）、携帯
電話メーカが想定する充電時間で充電を完了することができる。したがって、この場合は
、表示部では通常の充電状態を通知する表示を行う（ステップＳ６）。
【００２９】
　次に、電池充電電流Ｉｂが閾値ｔｈ１未満であるが閾値ｔｈ２以上である場合（ステッ
プＳ７：Ｙｅｓ）、消費電流Ｉｃが大きいため充電性能が低くなっている。この場合、ユ
ーザに充電時間が通常より長くかかることを警告する表示（警告１）を表示する（ステッ
プＳ８）。そして、電池充電電流Ｉｂが閾値ｔｈ２未満であるが閾値ｔｈ３以上である場
合（ステップＳ９：Ｙｅｓ）、消費電流Ｉｃが大きいために電池充電はほとんど行われて
いないが、継続使用が可能な電流がＡＣアダプタから供給されている状態となる。この場
合、ユーザに充電ができないことを警告する表示（警告２）を表示する（ステップＳ１０
）。そして、電池充電電流Ｉｂが閾値ｔｈ３未満である場合（ステップＳ１１：Ｙｅｓ）
、消費電流が大きいために電池から電流が流出し、電池への充電が行われない状態となる
。この場合、ユーザに対して、携帯電話で利用中の機能を中止するように求める警告３が
表示される（ステップＳ１１）。
【００３０】
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　電池充電電流Ｉｂの大きさに応じて、定期的にこれらの警告１～３（図４（ｃ）～図４
（ｅ））を表示し、充電が完了するまでステップＳ３からの処理を繰り返す。
【００３１】
　本実施の形態においては、携帯電話１のＡＣアダプタとの接続時に、電池１５への充電
状態がユーザに通知されるので、ユーザは携帯電話１の電池に電池充電電流Ｉｂが流れて
いるかどうかを知ることができ、電池充電電流Ｉｂが小さい場合は、ユーザに警告を表示
することで、充電完了までの時間の増加や意図しない電源断を防ぐことができる。
【００３２】
　なお、本発明は上述した実施の形態のみに限定されるものではなく、本発明の要旨を逸
脱しない範囲において種々の変更が可能であることは勿論である。例えば、上述の実施の
形態においては、充電制御部１３の測定結果のユーザへの通知（ユーザへの警告）は、表
示部２１を用いて行ったが、当該通知をする通知部は表示部に限らず、音声等の他手段に
よるものであってもよい。また、表示部１７が可動する部品によって本体と接続される携
帯電話１の場合、表示部１７がユーザから視認できない状態にあるとき、ＬＥＤの点灯な
どの他手段でユーザへ警告を通知することにしてもよい。いずれにせよ、電池の充電状態
をユーザに通知することで、ユーザが電池への充電状態を把握することができ、ユーザが
充電を早めるためなどの対応がとりやすくなる。
【符号の説明】
【００３３】
１　携帯電話
１１　コネクタ
１３　充電制御部
１５　電池
１７　記憶部
２１　表示部
【図１】 【図２】
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